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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】既存線路にまたがる連続Ｔ桁高架橋のサイドス 
パン支保工構造を提供する。
【解決手段】両端から引っ張り可能な吊り棒１と橋梁底 
部のブラケットを有し、上部は、基礎構造の頂部（即ち 
コンクリート打設作業が完了した橋梁の主体構造）に支 
持され、下部は、橋梁底部のブラケットの横ビームに接 
続される。本発明により提案された支保工構造により、 
既存線路にまたがる連続Ｔ桁高架橋のサイドスパンを施 
工する際に下部の空間が限られている問題を効率的に解 
決することができるとともに、床上形支保工架設工法と 
付着形支保工架設工法に比べて、支保工の使用量を減少 
させ、費用の投入を大幅に低減する。従来の吊り台に必 
要な吊り足場を減少し、従来の支持ブラケットに対して 
その安全性を保障すると同時に、支保工の使用量を減少 
させる。本発明は、構造が簡単で、取り外しが便利で、 
工期が短く、安全で信頼性を持ち、特に既存路線にまた 
がる橋の施工に適応する。
【選択図】図1

審査請求　有　請求項の数　10　　ＯＬ　外国語出願　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 で あ っ て 、
　 施 工 区 間 に 一 番 近 い 完 成 し た 高 架 橋 の 橋 梁 を 基 礎 構 造 と し 、 基 礎 構 造 の 底 部 に 、 橋 梁 底  
部 の ブ ラ ケ ッ ト が 配 置 さ れ 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 基 礎 構 造 を 通 り 抜 け た 両  
端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 に 固 定 さ れ 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 施 工 区 間 の 吊 り  
台 構 造 と し て 、 施 工 区 間 の 施 工 に 支 持 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 既 存 線 路 に ま た が る 連  
続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 橋 脚 の 内 部 に 、 横 向 き に し た 鋼 管 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ 、 前 記 鋼 管 を 介 し て 三 角 形 支 持 ブ  
ラ ケ ッ ト と 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 前 記 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト に よ り 前 記 橋 梁 底 部 の ブ  
ラ ケ ッ ト に 補 助 的 な 支 持 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が  
る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 橋 脚 の 内 部 に お い て 且 つ 高 さ 方 向 に 、 二 重 の 前 記 鋼 管 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ て お り 、  
そ れ ぞ れ 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 （ 2 ） と 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 （ 3 ） と な り 、 前 記 三 角 形  
支 持 ブ ラ ケ ッ ト は 、 縦 柱 （ 4 ） と 、 横 柱 （ 5 ） 及 び 斜 柱 （ 6 ） を 有 し 、 縦 柱 は 前 記 橋 脚 の  
側 面 に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 前 記 横 柱 は 、 前 記 縦 柱 の 頂 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 斜 柱 は 、 前 記 縦  
柱 と 横 柱 の 間 に 配 置 さ れ て お り 且 つ 前 記 縦 柱 及 び 横 柱 と 三 角 形 ブ ラ ケ ッ ト 構 造 を 形 成 し 、
　 前 記 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 と 前 記 縦 柱 は 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、
　 前 記 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 下 側 に 、 コ ー ベ ル 部 （ 7 ） が 配 置 さ れ 、 前 記 コ ー ベ ル 部 と  
前 記 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 は 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 前 記 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 に よ り  
、 前 記 縦 柱 に 上 向 き の 支 持 力 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま  
た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ー ベ ル 部 と 前 記 縦 柱 の 底 端 の 間 に 、 当 て 物 （ 8 ） が 配 置 さ れ 、 前 記 コ ー ベ ル 部 は  
前 記 当 て 物 を 介 し て 前 記 縦 柱 に 垂 直 上 方 向 の 支 持 力 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 3  
に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能  
な 吊 り 棒 の 上 端 は 、 前 記 基 礎 構 造 の 上 側 面 を 通 り 抜 け て 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊  
り 棒 の 両 側 に 、 そ れ ぞ れ 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム （ 9 ） が 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 ベ ア リ ン グ ビ  
ー ム に 底 板 （ 1 0 ） が 配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 前 記 底 板 を 通 り 抜  
け て ア ン カ ー （ 1 1 ） に 固 定 さ れ 、
　 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能  
な 吊 り 棒 の 下 端 は 基 礎 構 造 の 下 側 面 を 通 り 抜 け て 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の  
両 側 に そ れ ぞ れ 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム が 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム に 底 板 が  
配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 前 記 底 板 を 通 り 抜 け て ア ン カ ー に 固 定 さ  
れ 、 前 記 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム と 前 記 基 礎 構 造 の 下 側 面 の 間 に 、 角 度 調 節 パ ッ ド （ 1 2 ）  
が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 3 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ  
イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 少 な く と も 二 つ を 一 組 と し 、 同 じ 組 の す べ て の 前  
記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 、 縦 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可  
能 な 吊 り 棒 は 横 方 向 に 間 隔 を 開 け て 複 数 組 が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1 に 記 載  
の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ ー ベ ル 部 に 、 前 記 橋 脚 内 部 に 用 い ら れ た コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ ー ブ （ 1 3 ） が 配  
置 さ れ 、 前 記 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 は 前 記 コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ ー ブ を 通 り 抜 け た 後 、 前  
記 コ ー ベ ル 部 に 対 し て 外 に 伸 び て 且 つ ボ ル ト に ロ ッ ク さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
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3 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 底 面 と 前 記 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 頂 面 に 第 二 ベ ア リ ン グ  
ビ ー ム （ 1 4 ） が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T  
桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 多 層 板 構 造 と な り 、
　 高 さ 方 向 に お い て 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 上 層 に あ る 角 材 層 （ 1 5 ） と 、 前 記  
角 材 層 の 下 側 に あ る 竹 集 成 材 層 （ 1 6 ） と 、 前 記 竹 集 成 材 層 の 下 側 に あ る 縦 ビ ー ム 層 （ 1 7  
） 及 び 前 記 縦 ビ ー ム 層 の 下 側 に 配 置 さ れ た 横 ビ ー ム 層 （ 1 8 ） を 有 し 、
　 前 記 角 材 層 は 角 材 か ら な り 、 前 記 角 材 に つ い て 、 横 方 向 に 等 間 隔 を 開 け て 一 列 の 方 木 が  
配 置 さ れ て お り 、 縦 方 向 に 等 間 隔 を 開 け て 複 数 列 の 方 木 が 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 縦 ビ ー ム 層 及 び 横 ビ ー ム 層 は 、 何 れ も  I 形 鋼 構 造 を 採 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 1 - 8 の い ず れ か 1 項 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工  
構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム は I 形 鋼 構 造 と な り 、 第 二 ベ ア リ ン グ ビ ー ム は I 形 鋼 構 造 と な  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8 に 記 載 の 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン  
支 保 工 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 橋 の 支 保 工 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架  
橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の 連 続 梁 施 工 に お い て 、 施 工 場 所 に よ っ て 区 分 さ れ  
、 橋 脚 頂 部 の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 区 間 、 片 持 ち 梁 の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 区 間 、 サ イ ド  
ス パ ン の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 区 間 と 連 結 部 施 工 区 間 を 含 む 。 施 工 工 程 は 以 下 の 通 り で あ  
る 。 ま ず 橋 脚 頂 部 の コ ン ク リ ー ト 打 設 を し た 後 、 橋 脚 頂 部 の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 区 間 に  
、 吊 り 足 場 を 取 り 付 け 、 片 持 ち 梁 に 対 称 し て 、 片 持 ち 梁 の コ ン ク リ ー ト 打 設 を 行 い 、 片 持  
ち 梁 の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 が 完 了 す る 前 に 、 サ イ ド ス パ ン の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 を 完  
了 し 、 最 後 は 、 連 結 部 施 工 区 間 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 既 存 の サ イ ド ス パ ン の コ ン ク リ ー ト 打 設 の 施 工 技 術 は 、 床 上 形 支 保 工 架 設 工 法 と 付 着 形  
支 保 工 架 設 工 法 な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 床 上 形 支 保 工 架 設 工 法 は 、 通 常 、 支 保 工 を 使 っ て 箱 桁 の 主 体 を 支 持 し 、 箱 桁 の 内 部 に オ  
ー ル ラ ウ ン ド 支 保 工 が 架 設 さ れ る こ と と 、 箱 桁 の 底 板 及 び 張 り 出 し ス ラ ブ の 下 側 に 支 保 工  
が 架 設 さ れ る こ と 、 及 び 支 保 工 の 底 部 に 支 持 ベ ー ス が 配 置 さ れ る こ と を 含 む 。 床 上 形 支 保  
工 架 設 工 法 に と っ て 、 具 体 的 は 、 オ ー ル ラ ウ ン ド 支 保 工 架 設 工 法 と 鋼 管 式 支 保 工 架 設 工 法  
に 分 け ら れ 、 こ の 両 方 は 、 荷 重 を 、 支 保 工 を 介 し て 床 に 直 接 伝 え る 必 要 が あ る 。 オ ー ル ラ  
ウ ン ド 支 保 工 架 設 工 法 に お い て 、 施 工 現 場 区 域 の 地 形 の 変 化 が 大 き く 、 橋 脚 の 高 さ が 高 い  
た め 、 オ ー ル ラ ウ ン ド 支 保 工 の 架 設 が 高 す ぎ る と 、 支 保 工 と そ の 支 保 工 の 基 礎 の 沈 下 量 が  
大 き く な る 現 象 が 現 れ 、 縦 柱 の 基 礎 に 高 い 要 求 が あ る だ け で な く 、 そ の 安 定 性 も 保 証 さ れ  
に く く 、 ま た 、 現 場 で 架 設 す る の に 施 工 量 が 大 き く 、 人 的 施 工 強 度 が 高 く 、 施 工 周 期 が 長  
く 、 高 橋 脚 の 施 工 を 行 う 場 合 、 オ ー ル ラ ウ ン ド 支 保 工 架 設 工 法 を 採 用 す る と 、 施 工 の 安 全  
と 施 工 品 質 を 保 証 す る こ と が で き な い 。 鋼 管 式 支 保 工 架 設 工 法 を 採 用 す る 場 合 、 オ ー ル ラ  
ウ ン ド 支 保 工 架 設 工 法 に お け る 沈 下 量 が 大 き い と い う 不 足 を 解 決 す る こ と が で き る が 、 そ  
れ は 縦 柱 の 安 定 性 に 対 し て よ り 高 い 要 求 さ れ 、 そ の 基 礎 と 支 持 ベ ー ス の 補 強 施 工 量 は 比 較  
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的 に 大 き い と と も に 、 高 橋 脚 の 施 工 を 行 う 場 合 、 長 い 鋼 製 柱 を 立 て る に は 比 較 的 に 難 し く  
て 、 施 工 コ ス ト も 高 く 、 施 工 の 進 度 は 保 障 さ れ て お ら ず 、 こ の 施 工 方 法 も 明 ら か な 優 位 性  
を 持 っ て い な い 。 ま た 、 こ の 2 つ の 方 法 は 、 橋 下 の 空 間 に 対 し て 一 定 の 要 求 が あ り 、 十 分  
な 場 所 に 支 保 工 を 架 設 す る 必 要 が あ り 、 既 存 線 路 に ま た が る 高 架 橋 の 施 工 で は 、 こ の よ う  
な 条 件 を 満 た す こ と が 難 し い た め 、 床 上 形 支 保 工 架 設 工 法 は こ の よ う な 既 存 線 路 に ま た が  
る 高 架 橋 の 施 工 に 適 応 し な い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 付 着 形 支 保 工 架 設 工 法 を 採 用 す る と き に 、 橋 脚 に 複 数 の 付 着 接 続 部 品 を 配 置 す る 必 要 が  
あ り 、 1 本 の 横 桁 接 続 構 造 及 び 4 本 の 水 平 接 続 棒 を 介 し て 、 支 保 工 構 造 を 橋 脚 に 接 続 す る  
こ と で 、 一 部 の ベ ー ス が 受 け る 力 を 分 解 、 減 少 し 、 こ の 方 法 は 地 表 形 状 の 制 限 を 受 け な い  
が 、 ど の よ う な 方 法 で 付 着 形 支 保 工 を 架 設 し て も 、 初 期 段 階 の 施 工 量 が 大 き く 、 作 業 者 の  
高 所 作 業 リ ス ク が 大 き く 、 支 保 工 と 橋 脚 の ア ン カ ー 品 質 に 対 す る 要 求 が 高 く 、 発 生 し た 荷  
重 は 鉛 直 下 向 き の 重 力 だ け で な く 、 支 点 に 対 す る ト ル ク も あ る た め 、 こ の 方 法 は 橋 脚 の 構  
造 強 度 に 対 し て よ り 高 い 要 求 を 提 出 し た 。 ま た 、 橋 脚 構 造 を 破 壊 す る 可 能 性 も あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 内 容 を 踏 ま え た 上 で 、 ど の よ う に 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ  
ン 支 保 工 構 造 の 新 型 構 造 を 提 供 す る か は 、 当 業 者 が 早 急 に 解 決 す べ き 問 題 と な っ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 実 現 す る た め に 、 本 発 明 の 使 用 す る 技 術 的 な 解 決 方 案 は 以 下 の 通 り で あ る  
。 本 発 明 は 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 を 提 供 し 、 本  
発 明 に お い て 、 当 該 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 の 具 体  
的 は 以 下 の 通 り で あ る 。 施 工 区 間 に 一 番 近 い 完 成 し た 高 架 橋 の 橋 梁 を 基 礎 構 造 と し 、 基 礎  
構 造 の 底 部 に 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト が 配 置 さ れ 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 基  
礎 構 造 を 通 り 抜 け た 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 に 固 定 さ れ 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ  
ト は 、 施 工 区 間 の 吊 り 台 構 造 と し て 、 施 工 区 間 の 施 工 に 支 持 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 橋 脚 の 内 部 に 、 横 向 き に し た 鋼 管 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ 、 前 記 鋼 管 を 介  
し て 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト と 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 前 記 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト に よ り  
前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト に 補 助 的 な 支 持 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 橋 脚 の 内 部 に お い て 且 つ 高 さ 方 向 に 、 二 重 の 前 記 鋼 管 が 事 前 に 埋  
め 込 ま れ 、 そ れ ぞ れ 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 と 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 と な り 、 前 記 三 角 形 支  
持 ブ ラ ケ ッ ト は 、 縦 柱 と 、 横 柱 及 び 斜 柱 を 有 し 、 縦 柱 は 前 記 橋 脚 の 側 面 に 近 接 し て 配 置 さ  
れ 、 前 記 横 柱 は 、 前 記 縦 柱 の 頂 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 斜 柱 は 、 前 記 縦 柱 と 横 柱 の 間 に 配 置 さ  
れ て お り 且 つ 前 記 縦 柱 及 び 横 柱 と 三 角 形 ブ ラ ケ ッ ト 構 造 を 形 成 し 、 前 記 上 部 埋 め 込 ま れ た  
鋼 管 と 前 記 縦 柱 は 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 前 記 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 下 側 に 、 コ ー ベ  
ル 部 が 配 置 さ れ 、 前 記 コ ー ベ ル 部 と 前 記 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 は 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ  
、 前 記 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 に よ り 、 前 記 縦 柱 に 上 向 き の 支 持 力 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 コ ー ベ ル 部 と 前 記 縦 柱 の 底 端 の 間 に 、 当 て 物 が 配 置 さ れ 、 前 記 コ  
ー ベ ル 部 は 前 記 当 て 物 を 介 し て 前 記 縦 柱 に 垂 直 上 方 向 の 支 持 力 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ 、 前 記 両 端  
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か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の 上 端 は 、 前 記 基 礎 構 造 の 上 側 面 を 通 り 抜 け て 、 前 記 両 端 か ら  
引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の 両 側 に 、 そ れ ぞ れ 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム が 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 ベ  
ア リ ン グ ビ ー ム に 底 板 が 配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 前 記 底 板 を 通 り  
抜 け て ア ン カ ー に 固 定 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ 、  
前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の 下 端 は 基 礎 構 造 の 下 側 面 を 通 り 抜 け て 、 前 記 両 端 か  
ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の 両 側 に そ れ ぞ れ 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム が 配 置 さ れ 、 前 記 第 一  
ベ ア リ ン グ ビ ー ム に 底 板 が 配 置 さ れ 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 前 記 底 板 を 通  
り 抜 け て ア ン カ ー に 固 定 さ れ 、 前 記 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム と 前 記 基 礎 構 造 の 下 側 面 の 間 に  
、 角 度 調 節 パ ッ ド が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 少 な く と も 二 つ を 一 組 と し 、 同  
じ 組 の す べ て の 前 記 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 、 縦 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ 、 前 記 両  
端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 横 方 向 に 間 隔 を 開 け て 複 数 組 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 コ ー ベ ル 部 に 、 前 記 橋 脚 内 部 に 用 い ら れ た コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ  
ー ブ が 配 置 さ れ 、 前 記 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 は 前 記 コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ ー ブ を 通 り 抜 け  
た 後 、 前 記 コ ー ベ ル 部 に 対 し て 外 に 伸 び て 且 つ ボ ル ト に ロ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 底 面 と 前 記 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 頂 面  
に 第 二 ベ ア リ ン グ ビ ー ム が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 多 層 板 構 造 と な り 、 高 さ 方 向 に お い て 、  
前 記 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 上 層 に あ る 角 材 層 と 、 前 記 角 材 層 の 下 側 に あ る 竹 集 成 材 層  
と 、 前 記 竹 集 成 材 層 の 下 側 に あ る 縦 ビ ー ム 層 及 び 前 記 縦 ビ ー ム 層 の 下 側 に 配 置 さ れ た 横 ビ  
ー ム 層 を 有 し 、 前 記 角 材 層 は 角 材 か ら な り 、 前 記 角 材 に つ い て 、 横 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 を  
開 け て 一 列 の 方 木 が 配 置 さ れ て お り 、 縦 方 向 に 等 間 隔 を 開 け て 複 数 列 の 方 木 が 配 置 さ れ て  
お り 、 前 記 縦 ビ ー ム 層 及 び 前 記 横 ビ ー ム 層 は 、 何 れ も  I 形 鋼 構 造 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支  
保 工 構 造 に お い て 、 前 記 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム は I 形 鋼 構 造 と な り 、 第 二 ベ ア リ ン グ ビ ー  
ム は I 形 鋼 構 造 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 来 の 技 術 と 比 べ て 、 本 発 明 の 有 益 な 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。 本 発 明 は 、 既 存 線 路 に  
ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 を 提 供 し 、 橋 の 支 保 工 の 技 術 分 野 に 関  
し 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン を 施 工 す る 際 の 支 保 工 の 設 計 及 び  
施 工 に 適 応 す る 。 本 発 明 に お い て 、 当 該 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ  
ン 支 保 工 構 造 は 、 主 に 仕 上 げ 圧 延 ね じ 節 鉄 筋 の 吊 り 棒 （ 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 ）  
と 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト か ら な り 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 は 、 4 * 2 （ 横 方 向 4 本  
、 縦 方 向 2 本 ） の レ イ ア ウ ト を 採 用 し 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の 上 部 は 、 基 礎 構  
造 の 頂 部 （ 即 ち コ ン ク リ ー ト 打 設 作 業 が 完 了 し た 橋 梁 の 主 体 構 造 ） に 支 持 さ れ 、 両 端 か ら  
引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 の 下 部 は 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 横 ビ ー ム に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 本 発 明 に よ り 提 案 さ れ た 支 保 工 構 造 に よ り 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ  
ド ス パ ン を 施 工 す る 際 に 下 部 の 空 間 が 限 ら れ て い る 問 題 を 効 率 的 に 解 決 す る こ と が で き る  
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と と も に 、 床 上 形 支 保 工 架 設 工 法 と 付 着 形 支 保 工 架 設 工 法 に 比 べ て 、 支 保 工 の 使 用 量 を 減  
少 さ せ 、 費 用 の 投 入 を 大 幅 に 低 減 す る こ と と 、 本 発 明 に よ り 提 案 さ れ た 支 保 工 構 造 は 、 吊  
り 台 工 法 と 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 工 法 の 利 点 を 集 め 、 従 来 の 吊 り 台 に 必 要 な 吊 り 足 場 を 減 少 し 、  
従 来 の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て そ の 安 全 性 を 保 障 す る と 同 時 に 、 支 保 工 の 使 用 量 を 減 少 さ  
せ る こ と と 、 本 発 明 に よ り 提 案 さ れ た 支 保 工 構 造 は 構 造 が 簡 単 で 、 取 り 外 し が 便 利 で 、 工  
期 が 短 く 、 安 全 で 信 頼 性 を 持 ち 、 特 に 既 存 路 線 に ま た が る 橋 の 施 工 に 適 応 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 の 一 部 を 構 成 す る 明 細 書 添 付 図 面 は 、 本 発 明 の さ ら な る 理 解 を 提 供 す る た め に 使 用  
さ れ 、 本 発 明 の 概 略 的 な 実 施 形 態 及 び そ の 説 明 は 本 発 明 を 説 明 す る た め に 使 用 さ れ 、 本 発  
明 に 対 す る 不 当 な 限 定 を 構 成 す る も の で は な い 。 こ こ で 、
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に お け る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス  
パ ン 支 保 工 構 造 の 部 分 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の も う 一 つ の 実 施 形 態 に お け る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ  
ド ス パ ン 支 保 工 構 造 の 部 分 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 及 び コ ー ベ ル 部 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 実 施 形 態 に 関 連 し て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 各 実 施 形 態 は 、 本  
発 明 を 製 限 す る の で は な く 、 本 発 明 の 解 釈 に よ っ て 提 供 さ れ る 。 実 際 、 当 業 者 で あ れ ば 、  
本 発 明 の 範 囲 ま た は 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発 明 に お い て 修 正 お よ び 変 形 が 可 能 で  
あ る こ と を 明 ら か に す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 例 え ば 、 別 の 実 施 形 態 を 生 成 す る た め に 、 別  
の 実 施 形 態 に 対 し て 、 1 つ の 実 施 形 態 の 一 部 と し て 図 示 ま た は 記 述 さ れ た 特 徴 を 使 用 す る  
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 及 び そ れ ら の 同 等 物 の 範 囲  
内 に 帰 属 す る そ の よ う な 修 正 及 び 変 形 を 含 む こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 説 明 に お い て 、 「 縦 向 き 」 、 「 横 向 き 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 後 」 、  
「 左 」 、 「 右 」 、 「 垂 直 」 、 「 水 平 」 、 「 頂 」 、 「 底 」 な ど の 用 語 が 示 す 方 位 ま た は 位 置  
関 係 は 、 添 付 の 図 面 に 示 す 方 位 ま た は 位 置 関 係 に 基 づ く も の で あ り 、 本 発 明 を 容 易 に 説 明  
す る た め だ け で あ っ て 、 本 発 明 が 特 定 の 方 位 で 構 成 さ れ 、 操 作 さ れ な け れ ば な ら な い こ と  
を 要 求 す る も の で は な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 に 対 す る 制 限 と は 理 解 で き な い 。 本 発 明 で  
使 用 さ れ る 用 語 「 連 結 」 、 「 接 続 」 は 、 一 般 的 に 理 解 さ れ る べ き で あ り 、 例 え ば 、 固 定 接  
続 で も よ い し 、 取 り 外 し 可 能 接 続 で も よ い 。 直 接 接 続 し て も よ く 、 中 間 部 材 を 介 し て 間 接  
的 に 接 続 し て も よ く 、 当 業 者 に と っ て は 、 具 体 的 な 状 況 に 応 じ て 上 記 の 用 語 の 具 体 的 な 意  
味 を 理 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 1 － 図 3 を ご 参 照 く だ さ い 。 そ の 中 で 、 図 1 は 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に お け る 既 存  
線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 の 部 分 構 造 概 略 図 で あ る 。 図 2  
は 本 発 明 の も う 一 つ の 実 施 形 態 に お け る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ  
ン 支 保 工 構 造 の 部 分 構 造 概 略 図 で あ る 。 図 3 は 本 発 明 の 実 施 形 態 の 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト  
及 び コ ー ベ ル 部 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 を 提 供 し 、 本  
発 明 で 提 供 す る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 は 、 連 続 T  
桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 を 行 い 時 に 、 支 保 工 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 現 在 、 連 続 T 桁 高 架 橋 の 施 工 に は 、 ま ず 連 続 T 桁 高 架 橋 の 建 設 方 向 に 沿 っ て ポ イ ン ト を  
決 め て 橋 脚 を 築 い て 、 築 い た 橋 脚 を 基 礎 構 造 と し て 、 橋 脚 に 橋 梁 を 築 い て 、 橋 梁 の 施 工 は  
、 片 持 ち 梁 の コ ン ク リ ー ト 打 設 を 行 う と と も に 、 サ イ ド ス パ ン の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 を  
行 い 、 最 後 は 、 連 結 部 施 工 を 行 っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 提 案 さ れ る 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 は 、  
片 持 ち 梁 の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 を 補 助 し 、 主 に サ イ ド ス パ ン の コ ン ク リ ー ト 打 設 を 行 う  
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 来 技 術 に お い て 、 橋 梁 （ 橋 の 主 体 構 造 ） の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 は 通 常 オ ー ル ラ ウ ン  
ド 支 保 工 架 設 工 法 を 採 用 し て い て 、 こ の よ う な 工 法 は 、 地 盤 に 対 す る 要 求 が 高 く 、 施 工 の  
高 さ が 限 ら れ て い る な ど の 欠 陥 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 当 該 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 新 型 構 造 を 提  
供 し 、 当 該 支 保 工 新 型 構 造 に お い て 、 施 工 区 間 に 一 番 近 い 完 成 し た 高 架 橋 の 橋 梁 を 基 礎 構  
造 と し 、 基 礎 構 造 の 底 部 に 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト が 配 置 さ れ 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は  
、 基 礎 構 造 を 通 り 抜 け た 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 に 固 定 さ れ 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ  
ッ ト は 、 基 礎 構 造 に 対 し て 固 定 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た 後 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 両  
側 （ 橋 梁 の 幅 方 向 に ） は 基 礎 構 造 の 側 辺 に 対 し て 外 に 伸 び る こ と で 、 更 に コ ン ク リ ー ト 打  
設 機 器 に 支 持 を 提 供 し 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト を 、 施 工 区 間 の 吊 り 台 構 造 と し て 、 施 工 区  
間 の 施 工 に 支 持 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 説 明 す べ き な の は 、 上 述 の 基 礎 構 造 と は 、 完 成 し た 高 架 橋 の 橋 梁 、 す な わ ち 工 事 が 完 了  
し た 片 持 ち 梁 の コ ン ク リ ー ト 打 設 施 工 区 間 を 指 し 、 一 定 の 構 造 強 度 を 有 す る ま で 凝 固 し て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 構 造 に お い て 、 本 発 明 に 提 案 さ れ る 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト 全 体 は 、 プ レ ー ト 構 造 と  
な り 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 上 側 面 と 基 礎 構 造 の 底 面 の 間 は 面 - 面 接 触 と な り 、 橋 梁 底  
部 の ブ ラ ケ ッ ト 及 び 基 礎 構 造 を 通 り 抜 け た 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 に 固 定 さ れ る  
こ と に よ り 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト と 基 礎 構 造 と の 接 続 の 安 定 度 を 保 証 し 、 橋 梁 底 部 の ブ  
ラ ケ ッ ト の 使 用 上 の 信 頼 性 と 施 工 の 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 特 に 説 明 が な い 限 り 、 橋 梁 の 長 手 方 向 は 縦 方 向 と な り 、 橋 梁 の 幅 方 向  
（ 縦 方 向 に 垂 直 ） は 横 方 向 と な り 、 同 時 に 縦 方 向 及 び 横 方 向 に 垂 直 な 垂 直 方 向 は 高 さ 方 向  
と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 に よ り 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト を 基  
礎 構 造 に 固 定 し 取 り 付 け て 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る た め  
に 、 本 発 明 に 限 定 さ れ て い る 通 り 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 少 な く と も 二 つ を  
一 組 と し 、 同 じ 組 の す べ て の 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 、 縦 方 向 に 並 ん で 配 置 さ  
れ 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 、 縦 方 向 に 間 隔 を 開 け て 複 数 組 が 配 置 さ れ る 。 本  
発 明 の 一 つ の 具 体 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 二 つ を 一 組  
と し 、 同 じ 組 の 二 つ の 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 、 縦 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ 、 両  
端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 、 縦 方 向 に 間 隔 を 開 け て 二 つ 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 基  
礎 構 造 に 開 け た 穴 が 近 す ぎ て 広 い エ リ ア に 目 打 ち 破 壊 を 避 け る こ と が で き 、 ま た 、 両 端 か  
ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 横 方 向 に 間 隔 を 開 け て 4 組 が 配 置 さ れ 、 4 組 の 両 端 か ら 引 っ  
張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 1 列 の 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 セ ッ ト を 形 成 し 、 縦 方 向 に 間  
隔 を 開 け て 複 数 列 の 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 が 配 置 さ れ る 。 ま た は 、 本 発 明 の 他 の  
実 施 形 態 に お い て 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 具 体 的 な 施 行 要 求 に 応 じ て 配 置 す  
る こ と が で き 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 安 定 し た 取 り 付 け を 満 た す こ と が で き る と と も に  
、 基 礎 構 造 に 大 き な 構 造 破 壊 を 与 え な い こ と を 設 置 条 件 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 橋 梁 の 荷 重 能 力 を 持 つ 構 造 は 、 橋 脚 と 橋 梁 本 体 を 有 し 、 本 発 明 に は 、 両 端 か ら 引 っ 張 り  
可 能 な 吊 り 棒 1 を 介 し て 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト を 基 礎 構 造 （ 橋 梁 主 体 と 見 な す ） に 取 り  
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付 け 、 ま た 、 本 発 明 は 以 下 の 構 造 を 提 案 す る こ と で 橋 脚 に 支 持 を 提 供 す る 。 具 体 的 に は 、  
橋 脚 に 、 横 向 き に し た 鋼 管 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ 、 鋼 管 は 全 体 の 重 量 が 軽 く 、 曲 げ 抵 抗 性 が  
強 い と い う 利 点 が あ る 。 鋼 管 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ た 後 、 鋼 管 を 介 し て 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ  
ト と 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト に よ り 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト に 補 助  
的 な 支 持 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 橋 脚 の 内 部 に お い て 且 つ 高 さ 方 向 に 、 二 重 の 前 記 鋼 管 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ  
、 そ れ ぞ れ 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 と 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 と な り 、 そ の 中 で 、 上 部 埋  
め 込 ま れ た 鋼 管 2 は 複 数 本 配 置 さ れ 、 全 て の 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 は 水 平 面 に 等 間 隔 を  
あ け て 配 置 さ れ 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 は 複 数 本 配 置 さ れ 、 す べ て の 下 部 埋 め 込 ま れ た  
鋼 管 3 は 水 平 面 に 等 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ る 。 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 は 、 三 角 形 支 持 ブ  
ラ ケ ッ ト を 固 定 し て 取 り 付 け る た め に 用 い ら れ 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 は 、 コ ー ベ ル 部  
を 固 定 し て 取 り 付 け る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 構 造 は 以 下 の 通 り で あ る 。 縦 柱 4 と 、 横 柱 5 及 び 斜 柱 6 を 有 し  
、 縦 柱 4 と 、 横 柱 5 及 び 斜 柱 6 は 何 れ も ス テ ン レ ス 鋼 材 で あ り 、 縦 柱 4 の 外 側 面 は 平 面 と な  
り 、 縦 柱 4 の 外 側 面 は 橋 脚 の 側 面 （ 縦 方 向 上 の 両 側 ） に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 横 柱 5 は 、 縦  
柱 4 の 頂 部 に 配 置 さ れ 、 斜 柱 6 は 、 縦 柱 4 と 横 柱 5 の 間 に 配 置 さ れ て お り 且 つ 縦 柱 4 及 び 横  
柱 5 と 三 角 形 ブ ラ ケ ッ ト 構 造 を 形 成 す る 。 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 は 橋 脚 に 事 前 に 部 埋 め  
込 ま れ 、 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 の 端 部 が 橋 脚 に 対 し て 外 に 伸 び た 部 分 は 、 三 角 形 支 持 ブ  
ラ ケ ッ ト の 縦 柱 4 を 通 り 抜 け た 後 、 ア ン カ ー を 配 置 す る こ と で 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト を 固  
定 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 下 側 に コ ー ベ ル 部 7 が 配 置 さ れ 、 コ ー ベ ル 部  
7 と 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 は 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 コ ー ベ ル 部 7 は 縦 柱 4 に 垂 直 上 方  
向 の 支 持 力 を 提 供 す る 。 本 発 明 に お い て 、 橋 脚 に 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 が 事 前 に 埋 め 込  
ま れ 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 の 端 部 が 橋 脚 に 対 し て 外 に 伸 び た 部 分 は 、 コ ー ベ ル 部 7 を  
通 り 抜 け た 後 、 ア ン カ ー を 配 置 す る こ と で コ ー ベ ル 部 7 を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ー ベ ル 部 7 と 縦 柱 4 の 底 端 の 間 に 、 当 て 物 8 が 配 置 さ れ 、 コ ー ベ ル 部 7 は  
当 て 物 8 を 介 し て 縦 柱 4 に 垂 直 上 方 向 の 支 持 力 を 提 供 す る 。 本 発 明 に お い て 、 当 て 物 8 は I  
形 鋼 と な り 、 I 形 鋼 は 縦 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 横 方 向 に 複 数 の I 形 鋼 が 並 列 配 置 さ れ 、 I  
形 鋼 の 上 下 両 側 に 、 底 板 1 0 構 造 が 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は ソ リ ッ ド ね じ 山 鋼 で あ り 、 両 端 か  
ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 垂 直 に 配 置 さ れ 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 上 端 は  
基 礎 構 造 の 上 側 面 を 通 り 抜 け て 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 両 側 （ 縦 方 向 ） に そ  
れ ぞ れ 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 が 配 置 さ れ 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム に 底 板 1 0 が 配 置 さ れ  
、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 底 板 1 0 を 通 り 抜 け て ア ン カ ー 1 1 に 固 定 さ れ 、 両 端  
か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の  
下 端 は 基 礎 構 造 の 下 側 面 を 通 り 抜 け 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 両 側 （ 縦 方 向 ）  
に そ れ ぞ れ 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 が 配 置 さ れ 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 に 底 板 1 0 が 配 置  
さ れ 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は 底 板 1 0 を 通 り 抜 け て ア ン カ ー 1 1 に 固 定 さ れ 、  
第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 と 基 礎 構 造 の 下 側 面 の 間 に 、 角 度 調 節 パ ッ ド 1 2 が 配 置 さ れ る 。  
両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 は ア ン カ ー 1 1 を 介 し て 引 張 力 を 底 板 1 0 に 加 え た 後 、 底  
板 1 0 は 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 に よ り 基 礎 構 造 に 伝 達 す る 。 本 発 明 に お い て 、 両 端 か  
ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 両 側 に そ れ ぞ れ 一 つ の 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 が 配 置 さ れ る  
こ と に よ り 、 作 用 力 を 均 一 に 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 両 側 に あ る 基 礎 構 造 に 分  
散 し 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 安 定 性 を 向 上 さ せ る 一 方 、 基 礎 構 造 の 一 部 が 受  
け た 力 を 減 少 さ せ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ー ベ ル 部 7 に 、 橋 脚 内 部 に 用 い ら れ た コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ ー ブ 1 3 が  
配 置 さ れ 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 は コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ ー ブ 1 3 を 通 り 抜 け た 後 、 コ  
ー ベ ル 部 7 に 対 し て 外 に 伸 び て 且 つ ボ ル ト に ロ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 底 面 と 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 頂 面 に 第 二 ベ  
ア リ ン グ ビ ー ム 1 4 が 配 置 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 9 は I 形 鋼 構 造 と な  
り 、 ベ ア リ ン グ ビ ー ム 1 4 は I 形 鋼 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 具 体 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 多 層 板 構 造 と な り  
、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト の 具 体 的 な 構 造 は 以 下 の 通 り で あ る 。 高 さ 方 向 に お い て 、 橋 梁 底  
部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 上 層 に あ る 角 材 層 1 5 と 、 角 材 層 1 5 の 下 側 に あ る 竹 集 成 材 層 1 6 と 、  
竹 集 成 材 層 1 6 の 下 側 に あ る 縦 ビ ー ム 層 1 7 及 び 縦 ビ ー ム 層 1 8 の 下 側 に 配 置 さ れ た 横 ビ ー  
ム 層 を 有 し 、 角 材 層 1 5 は 角 材 か ら な り 、 角 材 に つ い て 、 横 方 向 に 等 間 隔 を 開 け て 一 列 の  
方 木 が 配 置 さ れ て お り 、 縦 方 向 に 等 間 隔 を 開 け て 複 数 列 の 方 木 が 配 置 さ れ て お り 、 縦 ビ ー  
ム 層 1 7 及 び 横 ビ ー ム 層 1 8 は 、 何 れ も  I 形 鋼 構 造 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 は 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 を 提 供 し 、 橋  
の 支 保 工 の 技 術 分 野 に 属 し 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン を 施 工 す  
る 際 の 支 保 工 の 設 計 及 び 施 工 に 適 応 す る 。 本 発 明 に お い て 、 当 該 既 存 線 路 に ま た が る 連 続  
T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン 支 保 工 構 造 は 、 主 に 仕 上 げ 圧 延 ね じ 節 鉄 筋 の 吊 り 棒 （ 両 端 か ら  
引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 ） と 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト か ら な り 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊  
り 棒 1 は 、 4 * 2 （ 横 方 向 4 本 、 縦 方 向 2 本 ） の レ イ ア ウ ト を 採 用 し 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可  
能 な 吊 り 棒 1 の 上 部 は 、 基 礎 構 造 の 頂 部 （ 即 ち コ ン ク リ ー ト 打 設 作 業 が 完 了 し た 橋 梁 の 主  
体 構 造 ） に 支 持 さ れ 、 両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 1 の 下 部 は 、 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト  
の 横 ビ ー ム に 接 続 さ れ る 。 橋 梁 底 部 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 上 か ら 下 へ の 構 造 は 、 角 材 層 1 5 と  
、 竹 集 成 材 （ 竹 集 成 材 層 1 6 ） と 、 縦 ビ ー ム 層 1 7 （ 縦 方 向 に 配 置 さ れ た I 形 鋼 、 一 部 は 二  
重 綴 じ 設 定 ） 及 び 横 ビ ー ム 層 1 8 （ 底 板 の 横 ビ ー ム ） と な り 、 本 発 明 は 、 そ の 構 造 に よ り  
、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋 の サ イ ド ス パ ン を 施 工 す る 際 に 下 部 の 空 間 が 限 ら れ  
て い る 問 題 を 効 率 的 に 解 決 す る こ と が で き る と と も に 、 吊 り 台 工 法 と 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 工 法  
の 利 点 を 集 め る 。 本 発 明 は ま た 、 橋 脚 に 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 及 び コ ー ベ ル 部 7 は 配 置 さ  
れ る と と も に 、 橋 脚 に 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 と 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 が 事 前 に 埋 め 込  
ま れ 、 そ れ ぞ れ 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 及 び コ ー ベ ル 部 7 の 取 り 付 け に 用 い ら れ る 。 三 角 形  
支 持 ブ ラ ケ ッ ト は I 形 鋼 を 採 用 し 、 縦 ビ ー ム か ら の 荷 重 を 受 け る た め に 用 い ら れ 、 ま た 、  
そ の 荷 重 を コ ー ベ ル 部 7 に 伝 達 す る 。 橋 脚 に 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 と 下 部 埋 め 込 ま れ た  
鋼 管 3 が 事 前 に 埋 め 込 ま れ て お り 、 仕 上 げ 圧 延 ね じ 節 鉄 筋 を 介 し て そ れ ぞ れ 三 角 形 支 持 ブ  
ラ ケ ッ ト と コ ー ベ ル 部 7 と 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト と コ ー ベ ル 部  
7 を 橋 脚 本 体 に し っ か り 貼 り 合 わ せ る 。 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 は 横 方 向 に 沿 っ て 伸 び 、  
ま た 水 平 に 橋 脚 に 事 前 に 埋 め 込 ま れ 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 の 一 端 は コ ー ベ ル 部 の 予 備  
溝 の 位 置 を 空 け て 、 も う 一 端 は 橋 脚 本 体 の 表 面 に 伸 び る 。 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 は 下 部  
埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 の 上 方 に 位 置 し 、 横 方 向 に 沿 っ て 伸 び 、 ま た 水 平 に 橋 脚 に 事 前 に 埋 め  
込 ま れ 、 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 2 の 一 端 は 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 5 の 補 強 リ ブ と 突 き 当 り  
、 も う 一 端 は 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 と 同 じ 側 に あ る 橋 脚 本 体 ま で 伸 び る 。 仕 上 げ 圧 延 ね  
じ 節 鉄 筋 は そ れ ぞ れ 上 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 3 の 内 部 に 配 置 さ れ 、 横 方 向 に 伸 び て 、 そ  
の 両 端 は 何 れ も 橋 脚 の 外 に 伸 び 出 し て お り 、 且 つ 同 じ 側 は 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 に お い て  
ブ ラ ケ ッ ト の 横 ビ ー ム の 端 部 と 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 に お い て  
予 備 溝 に 深 く 伸 び た コ ー ベ ル 部 7 と 固 定 す る よ う に 接 続 さ れ 、 も う 片 側 は 橋 脚 本 体 の 表 面  
に ア ン カ ー で 固 定 さ れ る 。 コ ー ベ ル 部 7 に ベ ア リ ン グ ビ ー ム が 配 置 さ れ 、 三 角 形 支 持 ブ ラ  
ケ ッ ト の 縦 柱 4 は 、 当 該 ベ ア リ ン グ ビ ー ム に 配 置 さ れ る 。 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト は 、 横 柱  
5 と 、 縦 柱 4 と 、 斜 柱 6 か ら 溶 接 さ れ て 構 成 さ れ 、 コ ー ベ ル 部 7 に 配 置 さ れ る 。 底 板 の 横 ビ  
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ー ム は 横 方 向 に 縦 ビ ー ル の 下 に 配 置 さ れ 、 縦 ビ ー ム は 三 角 形 支 持 ブ ラ ケ ッ ト の 横 柱 5 に 配  
置 さ れ 、 横 向 き に し た I 形 鋼 は 、 縦 ビ ー ム に 配 置 さ れ 、 縦 向 き に し た 角 材 は 横 向 き に し た I  
形 鋼 に 配 置 さ れ 、 竹 集 成 材 は 縦 向 き に し た 角 材 に 配 置 さ れ る 。 架 設 型 枠 打 設 完 了 後 、 橋 梁  
の 頂 部 に 、 縦 向 き に し た I 形 鋼 の ベ ア リ ン グ ビ ー ム を 配 置 し 、 底 板 の 横 ビ ー ム の 下 側 に 配  
置 さ れ た 縦 向 き の I 形 鋼 の ベ ア リ ン グ ビ ー ム と 縦 方 向 に 対 応 し 、 2 本 の 仕 上 げ 圧 延 ね じ 節  
鉄 筋 を 吊 り 棒 と し 、 上 と 下 の I 形 鋼 の ベ ア リ ン グ ビ ー ム を 接 続 し て ア ン カ ー で 固 定 し 、 4  
本 の 仕 上 げ 圧 延 ね じ 節 鉄 筋 を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 第 一 、 本 発 明 に よ り 提 案 さ れ た 支 保 工 構 造 に よ り 、 既 存 線 路 に ま た が る 連 続 T 桁 高 架 橋  
の サ イ ド ス パ ン を 施 工 す る 際 に 下 部 の 空 間 が 限 ら れ て い る 問 題 を 効 率 的 に 解 決 す る こ と が  
で き る と と も に 、 床 上 形 支 保 工 架 設 工 法 と 付 着 形 支 保 工 架 設 工 法 に 比 べ て 、 支 保 工 の 使 用  
量 を 減 少 さ せ 、 費 用 の 投 入 を 大 幅 に 低 減 す る こ と と 、
　 第 二 、 本 発 明 に よ り 提 案 さ れ た 支 保 工 構 造 は 、 吊 り 台 工 法 と 支 持 ブ ラ ケ ッ ト 工 法 の 利 点  
を 集 め 、 従 来 の 吊 り 台 に 必 要 な 吊 り 足 場 を 減 少 し 、 従 来 の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て そ の 安  
全 性 を 保 障 す る と 同 時 に 、 支 保 工 の 使 用 量 を 減 少 さ せ る こ と と 、
　 第 三 、 本 発 明 に よ り 提 案 さ れ た 支 保 工 構 造 は 、 取 り 外 し が 便 利 で 、 工 期 が 短 く 、 安 全 で  
信 頼 性 を 持 ち 、 特 に 既 存 路 線 に ま た が る 橋 の 施 工 に 適 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 最 後 に 説 明 す べ き な の は 、 上 述 は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に す ぎ ず 、 本 発 明 を 限 定 す る  
も の で は な い が 、 前 記 実 施 形 態 を 参 照 し て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 当 業 者 に と っ て は  
、 前 記 各 実 施 形 態 に 記 載 の 技 術 的 態 様 を 修 正 し た り 、 そ の 一 部 の 技 術 的 特 徴 を 同 等 に 置 換  
し た り す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 精 神 及 び 原 則 に お い て 行 わ れ た い か な る 修 正 、 均 等 置  
換 、 改 善 等 は 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
両 端 か ら 引 っ 張 り 可 能 な 吊 り 棒 ； 2 、 上 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管 ； 3 、 下 部 埋 め 込 ま れ た 鋼 管  
； 4 、 縦 柱 ； 5 、 横 柱 ； 6 、 斜 柱 ； 7 、 コ ー ベ ル 部 ； 8 、 当 て 物 ； 9 、 第 一 ベ ア リ ン グ ビ ー  
ム ； 1 0 、 底 板 ； 1 1 、 ア ン カ ー ； 1 2 、 角 度 調 節 パ ッ ド ； 1 3 、 コ ー ベ ル 部 の 補 強 ス リ ー ブ  
； 1 4 、 第 二 ベ ア リ ン グ ビ ー ム ； 1 5 、 角 材 層 ； 1 6 、 竹 集 成 材 層 ； 1 7 、 縦 ビ ー ム 層 ； 1 8 、  
横 ビ ー ム 層 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
2 0 2 2 1 7 9 4 5 5 0 0 0 0 0 5 . p d f
2 0 2 2 1 7 9 4 5 5 0 0 0 0 0 6 . p d f
2 0 2 2 1 7 9 4 5 5 0 0 0 0 0 7 . p d f
2 0 2 2 1 7 9 4 5 5 0 0 0 0 0 8 . p d f



10

JP 2022-179455 A 2022.12.2(12)

フロントページの続き

(72)発明者　 劉志磊
中華人民共和国  ２６６５９０  山東省青島市黄島区前湾港路５７９号

(72)発明者　 郭▲せい▼
中華人民共和国  ２６６５９０  山東省青島市黄島区前湾港路５７９号

Ｆターム（参考）　 2D059 CC08 DD08


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	foreign-language-body
	overflow

